
2004 年
( 平成16年)

12/10 あ だ ち 広報
第1423 号

● 発行/足立区　● 編集/広報課
〒120- 8510　足立区中央本町1- 17- 1

3880- 5111 ( 代)

FAX3880- 5610( 広報課)
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

あだち広報は毎月10日・25日、
ズームアップは6・8・10・1・3月発行

光の祭典　2004
今 年も、東武伊勢崎線竹ノ塚駅から区立元渕江公園までの会場で開催します。
ま た

、東京メト口綾瀬駅から都立東綾瀬公園では、連携イベントとして、光の
祭典・イルミネーションサンアヤセ( 8面)が開催されます。
それぞれ、趣向を凝らしたイベントで皆さんをお迎えします。
ぜひ 、お 越しください 。

光
の
祭
典
・
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
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ア
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ラ

ち
ゃ
ん
」

会場周辺は、住宅街です。
迷惑になるので、車や自転
車で来るのはやめてね!

▲ 元溯江公園までの街路樹に穏やかな
光が灯ります( 昨年の光の祭典から)子

ど
も
た
ち
の
パ
レ
ー
ド
が

会
場
を
さ
ら
に
明
る
く
照
ら

し
ま
し
た
(
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の
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子
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光
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世
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～
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こ
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渕
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を
中
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す
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□
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期
間
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等
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表
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①
～
⑧
お
よ
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表
2
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
、
光
の
祭

典
に
あ
わ
せ
て
設
置
さ
れ
た
高
さ
6
m
の
ツ
リ
ー
が
皆
さ
ん
を

華
や
か
に
お
出
迎
え
し
ま
す
。

駅
か
ら
元
渕
江
公
園
ま
で
約
1
。
2

㎞
に
わ
た
る
1
2
0本の
街
路
樹
は
、

温
か
さ
に
満
ち
た
光
の
散
歩
道

に
。
そ
の
先
に
は
青
と
白
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
た
幻
想

的
な
世
界
、
元
渕
江
公
園
が
あ
り

ま
す
。

園
内
に
8
本
あ
る
青
と
白
の
メ

イ
ン
ツ
リ
ー
は
、
時
間
に
よ
っ
て
色

が
変
わ
り
、
訪
れ
る
た
び
に
楽
し
め

ま
す
。

樹
氷
の
森
は
、
木
々
が
白
く
彩
ら

れ
、
ま
る
で
白
い
樹
氷
の
よ
う
な
き

ら
め
き
の
世
界
で
す
。

メ
イ
ン
会
場
に
つ
づ
く
道
筋
は
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
サ
フ
ァ
イ
ヤ
に
見

立
て
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
。

光
り
輝
く
道
を
歩
く
と
心
が
高
鳴
り

ま
す
。

公
園
で
は
、
光
の
動
物
た
ち
や
ホ

タ
ル
も
光
の
祭
典
に
参
加
し
ま
す
。

L
E
D
(
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
)
を
使

う
こ
と
で
、昨
年
ま
で
よ
り
も
光
の
美

し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
一
味
違
っ
た

演
出
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

表1　光の祭典2004イベント一覧(竹ノ塚駅～元溯江公園)

( 1)駅前点灯式・パレード・ステージ
17日、午後4時45分から竹ノ塚駅前のツリーの点灯式を行

い、午後5 時、いよいよパレードが竹ノ塚駅前から出発し
ます。区立第十四中学校、蒲原中学校がマーチング演奏を
披露し、光に彩られた道を元渕江公園に向かって進みます。
サンタや天使などに仮装したパレードは午後6 時ころ

に公園に到着予定。その後、園内にある8 本のメインツリ
ーが点灯します。

( 2)街中イルミネーション
応募があった中から、イルミネーションで飾られたお宅

や事務所をプログラムの中で紹介します。

( 3)初雪が届くよ!
17 日圉・18日出
区の友好自治体新潟県魚沼市( 旧小出町ほか) 、長野県

山ノ内町から天然雪が届けられます。

( 4)ステージ
18～20日・23～25日、いずれも午後
区内の保育園・小学校・中学校・高等学校の皆さんの発

表や、足立吹奏楽団・足立区民合唱・足立シティオーケス
ト ラの演奏をはじめとする各団体がステージショーに登
場します。

( 5)物産展
17～19日・23～25日、いずれも正午
ステージ開催時には、全国各地の物産展や区内の商店街

などが出店します。

( 6)スタンプラリー
18～20日・23～25日、いずれも午前10時(受け付けは、午
後2 時まで)
会場周辺に17ヵ所あるラリ ーポイントでスタンプを集

めると、スピードくじにチャレンジできます。

( 7)アキラちゃんの森
17～25日
イメージキャラクター・アキラちゃんをイメージして、

みんなが飾ってくれたツリーがいっぱいです。

( 8)グランドフィナーレ
25日(土)、午後5 時30分
ファイナルコンサートや冬花のチャリティー頒布・街中

イルミネーションの表彰式があります。

表2　光の祭典2004イベント一覧
(竹ノ塚駅～元溯江公園)

※くわしい内容は、12月12日ごろ各戸
配布するプログラムをご覧ください

図1　光の祭典2004会場案内図(竹ノ塚駅～元渕江公園)

○ ○ ○ = 街路樹イルミネーション
実施区間
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光の祭典2004

( 竹ノ塚駅～元溯江公園)

のお問い合 わせは

観 光 協 会(

経 済 観 光 課 内)

　3880- 5853
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連携イベント
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日
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～
午
後
9
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場
所
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都
立
東
綾
瀬
公
園
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通
称
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卜
公
園
」
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綾
瀬
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-
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0
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/

東
京
メ
ト
ロ
綾
瀬
駅
東
口
か
ら
会
場
ま
で
の

街
路
樹

□
イ
ベ
ン
ト
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3
日
㈱

、
午
前
一
1
1
(
時
～
午
後
8
時

場
所
=

都
立
東
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瀬
公
園
(

通
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、
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3
-
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0
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内
容
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①
～
⑤
を
参
照
し
て
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だ
さ
い

い
よ
い
よ
今
年
か
ら
綾
瀬
の
ま
ち
で
「
光
の
祭
典
・
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
　
サ
ン
ア
ヤ
セ
」
が
始
ま
り
ま
す
。
心
温
ま
る
ク

リ
ス
マ
ス
を
綾
瀬
の
ま
ち
か
ら
発
信
し
ま
す
。

束
京
メ
ト
ロ
千
代
m
…線
綾
瀬
駅
前

か
ら
都
立
東
綾
瀬
公
園
ま
で
の
街
路

樹
が
、
青
と
白
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
光
り
輝
き
ま
す
。
1
2月
2
0日
か

ら
は
都
立
東
綾
瀬
公
園
(
通
称

‥
(

卜
公
園
)
内
に
高
さ
約
7
m

の
「
ク

リ
ス
マ
ス
「
ウ
ス
」
が
出
現

。
こ
の

「
ク
リ
ス
マ
ス
「
ウ
ス
」
は
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
が
暮
ら
す
家
。
運
が
よ
け

れ
ば
あ
な
た
も
サ
ン
タ
さ
ん
に
会
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

1
2月
2
3日
は
、
地
元
幼
稚
園
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド

や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。温
か
い
食
べ
物

が
い
っ
ぱ
い
の
模
擬
店
も
出
店
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

表3　イルミネーションサンアヤセイベント一覧(綾
瀬駅～都立東綾瀬公園)

( 1)ステージ
23日㈲、午前11時～午後8時
地元の子どもたちによるミニコンサード、ダ
ンスパフォーマンス、区内で活躍するブラスバ
ンドの演奏など迫力あるステージをお楽しみ
ください。
「アツキヨ」も参加します。午後4 時からは、
来場者と一緒にイルミネーションカウントダ
ウンを行います。

( 2)模擬店
23日勍、午前11時～午後8時
地元商店街や新潟県小出の会が身も心も温
まる食べ物を用意してお待ちしています。
( 3)花のプレゼント
23日㈱、午後5 時

※ 午後4 時30分から整理券配布
イルミネーションカウントダウンの後、先着500
人に小さなお花をプレゼントします。

( 4) 16mm映写会
23日㈱、午後5時20分～5時50分
子どもたちが大好きな「忍たま乱太郎」や
「虫歯になった王様」を上映し ます。夜空の下
で行う映写会をご家族でお楽しみください。

( 5)サンタさんと記念撮影
23日㈱、①午後2時30分～3時

②午後6時20分～7時
あなたも「クリスマスハウス」に暮らすサン

タクロースと記念撮影ができるかも。さらに、
プレゼントももらえるかも…

図2　 イルミネーションサンアヤセ会場案内図
(綾瀬駅～都立東綾瀬公園)

○ ○ ○ = 街路樹イルミネーション
実施区間

イルミネーションサンアヤセ

の お 問 い 合 わ せ は

商 業 係

　3880- 5865

区内にひろがる光の祭典
主要2 会場以外でも、光の演出を楽しめます。

□ 足立区役所ロータリー
イルミネーション点灯日時=12月10日～17年1
月10日、午後4時30分～10時※ 12月10日、午
後5 時20分から区役所庁舎ホールで点灯式を行
います
□ ベルモント公園( 梅島1- 33)
ライトアップ点灯日時=12月10日～25日、午後
4時30分～9時

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

安 全 は　 あ な た の 自 覚　 周 り の 目
～足立区生活安全推進標語最優秀賞～
地域の防犯活動や防犯・防火キャンペーンを通し
て、安全で安心なまちをつくります　《危機管理課》

白 黒
ど っち

! ?

真剣勝負! !

小学生オセロ大会

11月20 日、学びピ ア21で区内の小学生約60人が参加
し、オセロ大会が行 われました。地域の児童館などで
オセロ大会は行 われているものの、区内全域の小学生
を対象にしたものは初めて。
「朝、練習し て来た」という子 もいて、みんな気合い
十 分。1・2 年 生、3・4 年生、5・6 年 生 の3 つ の部 に
分かれ、オセロの腕を競いました。5・6 年生の部では
白黒共に32で引き分けという名勝負 も見 られ、子 ども
たちは楽しい土曜日を満喫し まし た。 ▲ オセロブーム到来の予感! ?

～
笑
っ
て
泣
い
て

環境
を
考
え
る
～

環
境
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
落
語

H
月
2
4日
、
区
環
境
づ
く
り
区
民
大
会
に
お

い
て
、
環
境
ミ
ユ
L
ン
カ
ル
落
語
「
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
北
斗
七
星
」
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

演
じ
た
の
は
三
遊
亭
京
楽
師
匠
。
環
境
問
題

を
テ
ー
マ
に
、
ネ
パ
ー
ル
を
舞
台
に
し
て
、
歌

や
音
楽
、
映
像
を
取
り
入
れ
た
師
匠
に
よ
る
新

作
落
語
で
す
。

笑
わ
せ
、
と
き
に
は
ほ
ろ
り
と
さ
せ
、
最
後

に
は
自
然
と
人
間
と
の
か
か
わ
り
、
環
境
を
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
一
席
で
し
た
。

様
々
な
人
物
を
演
じ
分
け
ま
す

▲ 映像などが入りイメージが
ふくらみます

雪
つ
り
で
冬
支
度

～
花
畑
記
念
庭
園
～

今
年
も
師
走
を
迎
え
、
ま
ち
を
行
く
人
の
足

音
も
急
い
で
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。

四
季
折
々
の
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

花
畑
記
念
庭
園
(
花
畑
4
-
4
0
-
I
)
で
は
、

今
年
も
園
内
の
松
3
本
に
雪
つ
り
が
行
わ
れ
、

冬
の
装
い
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
雪
つ
り
は
、
雪
の
重
み
で
庭
木
の
枝
が

折
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
縄
な
ど
を
使
っ
て
守

る
も
の
。
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

桜
花
亭
、
雪
見
灯
ろ
う
、
池
、
芝
山
、
樹
木

な
ど
と
共
に
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
花

畑
記
念
庭
園
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

▲ 都会ではあまり見られなくなった雪つり。
雪化粧した姿を今から想像させます

古紙配合率100%再生紙を使用しています F. I　290, 550
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
12月14 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例

◆ 申 込 … 申し込み方法
◆ 期限 … 申し込み期限
◆ 場 ・申・問先 … 場所・
申し込み先 ・問い合わせ先

◆ 費 用の記載のないものは無料

◆ HP … ホ ームページアドレス
◆ 　 … E メ ールアド レス

里
帰
り
出
産
の
方
に

健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

里
帰
り
出
産
の
た
め
、
妊
婦
健
康

診
査
受
診
票
が
使
用
で
き
な
か
っ
た

方
に
、
健
診
費
用
の
一
部
を
区
内
共

通
商
品
券
で
助
成
し
ま
す
。
対
象
=

出
産
の
た
め
、
都
外
に
あ
る
実
家

に
里
帰
り
(
滞
在
)
し
、
実
家
近
く

の
医
療
機
関
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受

け
た
方

申
込
=
健
診
日
か
ら
1
年

以
内
に
次
の
も
の
を
持
参
…
未
使
用

の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
/
母
子
手

帳
/
印
鑑
/
健
診
の
領
収
書
(
母
子

手
帳
に
健
診
日
の
記
載
が
あ
る
も

の
)

申
・
問
先
=
母
子
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

(
親
)
医
療
証
を
送
付
し
ま
す

現
況
届
を
提
出
し
た
⑩
医
療
証
受

給
該
当
者
に
、
1
7年
1
月
1
日
か
ら

使
用
す
る
⑩
医
療
証
を
1
2月
2
4日
に

発
送
し
ま
す
。
ま
だ
、
現
況
届
を
提

出
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
所
得
の
基
準
を
超
え

て
資
格
消
滅
す
る
方
に
は
、
1
2月
2
4

日
に
通
知
を
送
り
ま
す
。
な
お
、
1
5

年
度
に
は
所
得
の
基
準
を
超
え
て
い

た
方
で
1
6年
度
は
所
得
が
少
な
く
な

り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
至

急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
・

問
先
=
家
庭
支
援
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

絵
か
ら
見
え
る
子
ど
も
の
心

日
時
=
1
7
年
1
月
1
2
日
㈲
、
午
前
1
0

時
～
正
午
対
象
=
子
ど
も
に
関
係

す
る
機
関
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
心

の
あ
る
区
民
の
方

内
容
=
児
童
虐

待
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
、
現
代

社
会
が
様
々
な
問
題
を
生
み
出
す

中
、
子
ど
も
が
描
く
絵
を
と
お
し
て

心
を
見
つ
め
直
し
ま
す

講
師
=
永

野
セ
ツ
子
氏
(
看
護
専
門
学
校
講
師
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3

癶
j

小
児
の
ぜ
ん
息
相
談
教
室

日
時
=
1
7
年
1
月
1
5
日
出
、
午
後
3

時
～
4
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
・
ソ

フ
ィ
ア

対
象
=
ぜ
ん
息
児
を
持
つ

保
護
者

内
容
=
講
演
「
小
児
の
ぜ

ん
息
」
/
お
子
さ
ん
の
ぜ
ん
息
治
療

の
疑
問
へ
の
質
疑
応
答
講
師
=
和

田
紀
之
氏
(
和
田
小
児
科
医
院
院
長
)

定
員
=
2
0
人
(
先
着
順
)
申
込
=
電

話
※
保
育
あ
り
(
事
前
に
必
ず
電

話
予
約
)
申
・
問
先
=
公
害
保
健
係
　
　
　

日
(
3
8
8
0
)
5
8
9
`
j

1
2月
2
1日
(
冬
至
)
は
ゆ
ず
湯

大
き
な
お
風
呂
で
温
泉
気
分
。
ゆ

ず
湯
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

場
所
=
区
内
の
各
銭
湯

費
用
=

▽
6
5

歳
以
上
…
2
0
0円

▽
小
学
生
:
5
0

円

▽
6
歳
未
満
…
無
料

※
当

日
、
番
台
(
フ
ロ
ン
ト
)
で
年
齢
を

告
げ
て
く
だ
さ
い
(
証
明
書
は
不
要
)

問
先
=
衛
生
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

節
目
健
康
診
査

4
0・
5
0・
6
0歳
に
な
る
方
を
対
象

に
、
基
本
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検

診
・
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
セ
ッ

ト
に
し
た
節
目
健
康
診
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
年
4
回
に

分
け
て
お
知
ら
せ
と
申
込
(
ガ
キ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
=
昭
和

2
0
・
3
0
・
4
0
年
の
、
そ
れ
ぞ
れ
1
月

7
日
～
3
月
3
1
日
に
生
ま
れ
た
方

※
1
2月
1
7日
ご
ろ
送
付
し
ま
す
。
希

望
者
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
届
か
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
込
=
同
封
の
申
込
(

ガ
キ
に
必
要
事
項
を
明
記

期
限
=
1

月
1
4日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

成
人
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

子
宮
が
ん
検
診
が
変
わ
り
ま
す

国
の
か
ん
検
診
の
指
針
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

受
診
対
象
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ

て
、
3
0歳
以
上
か
ら
2
0歳
以
上
に
な

り
、
受
診
間
隔
は
1
年
に
I
回
か
ら
2

年
に
1
回
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
1
7年
4
月
以
降
に
行
う
子

宮
が
ん
検
診
の
受
診
方
法
な
ど
の
一

部
を
変
更
し
ま
す
(
表
2
)
。

ま
た
、
こ
の
改
正
に
伴
い
、
今
年

度
中
に
発
行
す
る
受
診
票
の
有
効
期

限
が
1
7年
3
月
3
1日
ま
で
に
変
更
さ

れ
ま
す
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
受

診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
受
診
を
希
望

す
る
方
は
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
※
1
7年
度
に
奇
数
年
齢
を
迎

え
る
方
は
、
1
7年
度
は
検
診
対
象
外

と
な
る
の
で
、
今
年
度
中
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い

問
先
=
成
人
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

表2　 子宮がん検診の主な変更点

医
療
従
事
者
の
方
へ

年
末
届
の
提
出
を

こ
の
届
け
出
は
、
医
師
法
な
ど
の

規
定
に
よ
り
医
療
従
事
者
の
分
布
お

よ
び
就
業
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

に
2
年
に
I
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

該
当
者
は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
調
査
日
=
1
2
月
3
1日
現
在

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
・
:①
す
べ
て
の
医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師

②
業
務
に
従
事
し
て
い
る

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看

護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士

届
出
先
=
①
・
:住
所
地
ま
た
は
就
業

地
を
管
轄
す
る
保
健
所

②
・
:就
業

地
を
管
轄
す
る
保
健
所

期
限
=
1
7

年
1
月
1
7日

※
届
出
票
は
足
立
保

健
所
お
よ
び
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

で
配
布
。
医
療
関
係
施
設
へ
は
用
紙

を
直
接
送
付

問
先
=
足
立
保
健
所

医
薬
衛
生
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
6
2

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)

・
難
病
患
者
福
祉
手
当
の
定
例
払
い

8
～
一
1
1
月
分
の
手
当
て
を
1
9
一
月
2
5

日
ご
ろ

、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口
座

に
振
り
込
み
ま
す

。
問
先
=

障
害

給
付
係

認証保育所で
年末保育を行います

表1 の認証保育所で年末保育を行います。実
施日、保育時間、利用料金など、くわしくは各

施設( 表1) に直接お問い合わせください。 申
先= 施設に直接申し込み 問先= 保育計画係

03880 ―5873

表1　 年末保育を行う認証保育所一覧

寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
支
援
し
ま
す

□
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

寝
具
丸
洗
い
を
年
2
回
、
寝
具
の

乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
年
1
0回
行
い

ま
す
。
対
象
=
在
宅
で
要
介
護
認

定
3
～
5
の
寝
た
き
り
高
齢
者

費

用
=
各
I
回
1
0
0
円

□
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

理
容
師
や
美
容
師
が
、
年
3
回
自

宅
へ
訪
問
し
、
散
髪
・
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
す
。
対
象
=
在
宅
で
要
介
護

認
定
3
～
5
の
寝
た
き
り
高
齢
者

費
用
=
I
回
5
0
0
円

□
紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給

寝
た
き
り
な
ど
の
高
齢
の
方
に
、

紙
お
む
つ
の
支
給
ま
た
は
費
用
の
助

成
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
費
用
の

助
成
は
入
院
中
な
ど
で
紙
お
む
つ
の

持
ち
込
み
が
で
き
な
い
方
の
み
で

す
。
対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
区
民
…
住
民
税
非
課
税
世
帯
/

要
介
護
認
定
3
～
5
/
常
時
失
禁
状

態

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い―

い
ず
れ
も
―

申
・
問
先
=
在
宅
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

ま
た
は
福
祉
事
務
所
(
表
4
)

表3　 在宅介護支援センター一覧

表4　 福祉事務所一覧
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障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

精
神
科
相
談

日
時
=
毎
月
第
1
金
曜
日
、
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
愛
の

手
帳
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
と
そ
の
家
族

内
容
=
　

「
眠
れ
な
い
≒
落
ち
つ
か
な
い
≒
引

き
こ
も
っ
て
い
る
」
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

申
込
=
電
話
な
ど

で
事
前
に
予
約

場
・
申
・
問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援

室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

江
北
思
春
期
家
族
会

日
時
=
毎
月
第
1
木
曜
日
、
午
後
2

時
3
0分
～
4
時

対
象
=
不
登
校
、

引
き
こ
も
り
、
強
迫
症
状
な
ど
、
思

春
期
の
様
々
な
心
の
悩
み
を
抱
え
る

子
ど
も
の
家
族

内
容
=
家
族
同

士
、
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩

ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
な

が
ら
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
情
報
交
換
や
学
習
を
し
ま
す

※
思
春
期
の
悩
み
を
持
つ
若
年
者
の

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す

場
・
申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係g

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

歯
周
病
健
診

歯
周
病
の
予
防
と
し
て
、
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
受
診
は

1
年
度
に
I
回
の
み
で
す
。
期
間

=
通
年
場
所
=
区
内
の
指
定
歯
科

医
療
機
関
対
象
=
4
0
～
6
0
歳
の
区

民

内
容
=
歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健

診

定
員
=
千
人
(
先
着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、「
歯
周
病
健

診
希
望
」
を
明
記

※
対
象
者
に
は

後
日
、受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・

問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

{一″
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

子
ど
も
の
人
権
1

「
ち
っ
ち
ゃ
い
け
れ
ど
、子
ど
も
だ

っ
て
一
人
前
の
人
間
な
ん
だ
。
の
び

の
び
元
気
に
生
き
る
権
利
が
あ
る
ん

だ
。」

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
(
子

ど
も
の
権
利
条
約
)
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。

世
界
に
は
、
貧
し
さ
や
飢
え
や
戦

争
あ
る
い
は
、
虐
待
な
ど
で
苦
し
ん

で
い
る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
実
に
目
を
向
け

た
世
界
の
国
々
は
、
1
9
8
9
年
に
、

国
際
連
合
の
総
会
に
お
い
て
、「
児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
を
作
り
ま

し
た
。

こ
の
条
約
は
、
子
ど
も
の
人
権
や

自
由
を
尊
重
し
、
子
ど
も
に
対
す
る

保
護
と
援
助
を
進
め
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
国
内
に
お
け
る
子
ど
も

の
人
権
尊
重
へ
の
取
り
組
み
を
強
め

る
こ
と
と
、
子
ど
も
の
人
権
尊
重
に

つ
い
て
世
界
各
国
と
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
、
1
9
9
4

年
4
月
に
こ
の
条
約
を
結
び

ま
し
た
。

条
約
の
基
本
的
な
立
場
は
、
子
ど

も
を
人
権
の
主
体
、
つ
ま
り
、
主
人

公
と
し
て
尊
重
す
る
と
い
ケ
考
え
で

す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
子
ど
も

は
親
の
保
護
の
下
に
あ
り
、
心
も
体

も
成
長
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
状
況

に
応
じ
て
特
別
の
保
護
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
大
人
と
全
く
同
じ
に
扱
わ
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
条
約
の
考
え
は
、
以
前
か
ら

ほ
か
の
条
約
や
憲
法
な
ど
で
認
め
ら

れ
た
子
ど
も
の
人
権
を
明
確
に
し
た

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

次
回
は
、
こ
の
条
約
の
主
な
内
容

を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

加
熱
で
守
ろ
う
!
　食
の
安
全

油
断
大
敵
　冬
の
食
中
毒

食
中
毒
は
夏
の
暑
い
時
期
だ
け
起

こ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

実
は
1
2
～
1
月
に
も
食
中
毒
発
生

の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
の
時
期
、
原
因
の
多
く
を
占

め
る
の
が
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ

る
食
中
毒
で
す
。
昨
年
都
内
で
は
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
事
件

が
全
体
の
約
3
割
を
占
め
、
発
生
原

因
の
第
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

□
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
は

感
染
力
が
強
く
、
少
量
で
も
感
染

し
ま
す
。
感
染
後
I
～
2
日
後
に
お

う
吐
・
腹
痛
・
下
痢
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
通
常
3
日
以
内
で
回
復

し
ま
す
が
、
自
覚
症
状
が
な
く
な
っ

て
か
ら
も
、
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
が
続

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
感
染
経
路
は

▽
食
品
↓
人

二
枚
貝
、
特
に
カ
キ
が
原
因
と
な

つ
た
事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
海
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
が
二
枚
貝

に
蓄
積
さ
れ
、
そ
の
貝
を
生
や
加
熱

不
十
分
な
状
態
で
食
べ
て
感
染
し
ま

す
。
冬
は
カ
キ
を
生
で
食
べ
る
機
会

が
多
い
た
め
、
こ
の
時
期
、
カ
キ
に

よ
る
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

▽
人
↓
食
品
↓
人

調
理
す
る
人
が
感
染
し
て
お
り
、

そ
の
人
を
介
し
て
汚
染
さ
れ
た
食
品

を
食
べ
て
、
感
染
し
ま
す
。

▽
人
↓
人

感
染
者
の
ふ
ん
便
・
吐
い
た
物
か

ら
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中
に
飛
散
し
、

人
の
囗
か
ら
取
り
込
ま
れ
て
感
染
し

ま
す
。
学
校
・
老
人
福
祉
施
設
な
ど

で
集
団
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

□
予
防
方
法
は

▽
手
洗
い

特
に
食
事
や
調
理
の
前
、
ト
イ
レ

の
後
は
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▽
加
熱

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
8
5℃
で
1
分

以
上
加
熱
す
る
と
死
滅
し
ま
す
。
ヵ

キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
中
ま
で
よ
く

加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。ま
た
「
加

熱
用
」
の
カ
キ
は
、
た
と
え
新
鮮
で

も
絶
対
に
生
で
食
べ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

▽
消
毒

患
者
の
ふ
ん
便
・
吐
い
た
物
は
、

使
い
捨
て
手
袋
と
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
す
ぐ
に
処
理
し
、
こ
れ
ら
が
付
着

し
た
床
な
ど
は
塩
素
系
消
毒
剤
で
浸

す
よ
う
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

台
所
用
品
は
洗
浄
後
、
塩
素
系
消

毒
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

鶏
肉
・
鶏
卵
の
安
全
性
は
?

今
年
1
月
、
国
内
で
7
9年
ぶ
り
に

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
ま
し
た
。
発
生
直
後
、
鶏
肉
や

鶏
卵
を
避
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
今
ま
で
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ

た
こ
と
で
、
人
に
感
染
し
た
例
は
世

界
的
に
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
加

熱
に
よ
り
死
滅
し
ま
す
。
食
中
毒
予

防
の
観
点
か
ら
も
、
鶏
肉
は
十
分
加

熱
し
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

現
時
点
で
は
、
日
本
で
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ジ
ア
の
国
々
で

の
発
生
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

し
い
情
報
や
知
識
を
持
ち
、
安
心
し

て
豊
か
な
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
食
品
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

住 区 健康フ ェス ティバ ル
日程等= 表5 内容= 自分の生活環境を見直し、健康づくりを学習/ 健康に
ついて体験できるコーナー/ パネル展示ほか 申込= 当日直接会場へ

表5　12月～17年1月の住区健康フェスティバル

国
民
健
康
保
険
・国
民
年
金
・
介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
ら

必
ず
医
療
機
関
に
連
絡
を

足
立
区
の
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)

加
入
者
が
、
区
外
に
転
出
ま
た
は
勤

務
先
の
社
会
保
険
に
加
入
す
る
と
、

そ
の
日
か
ら
区
の
国
保
の
資
格
は
な

く
な
り
ま
す
。
転
出
し
た
方
は
、
転

出
先
で
国
保
に
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。
社
会
保
険
に
加
入
し
た
方
は
、

新
し
い
保
険
証
が
ま
だ
交
付
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
区
の
国
保
証
は
使
え

ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
勤
務
先
の
担

当
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
※

区
の
国
保
資
格
が
な
く
な
っ
た
後
に

国
保
証
を
使
用
し
て
し
ま
う
と
、
後

日
、
区
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

問
先
=

こ
く
ほ
年
金
課
給
付
審
査
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
5

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

表
6
に
該
当
す
る
方
は
1
4日
以
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

表6　 就職・退職時の手続き一覧

□
国
民
年
金

将
来
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
も
必
ず

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
1
4

年
4
月
か
ら
、
第
3
号
被
保
険
者
関

係
の
届
け
出
が
、
配
偶
者
の
勤
務
す

る
事
業
所
の
事
業
主
を
経
由
し
て
提

出
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
加
入
や
転
入
な
ど
の
届
け
出
に

は
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
・
確
認

が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

□
国
民
健
康
保
険

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な

い
方
に
医
療
を
保
障
す
る
制
度
で

す
。
該
当
す
る
方
は
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
(
生
活
保
護
受
給
中

の
方
、
在
留
期
間
が
1
年
未
満
の
外

国
籍
の
方
は
除
く
)
。届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日

ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
(
最
長
2
年
)

か
か
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
医
療

給
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

-

い
ず
れ
も
-

申
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
ま
た
は
各
区

民
事
務
所

問
先
=

▽
国
民
年
金
に

つ
い
て
…
年
金
適
用
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

▽
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
…
こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

介
護
保
険
料
・
利
用

料
の
軽
減
・
減
免

□
6
5歳
以
上
の
方
の
保
険
料
軽
減

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
軽
減
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
=
第
1

段
階
(
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
)

お
よ
び
第
2
段
階
の
方

※
第
2
段

階
の
場
合
は
、
本
人
と
同
居
家
族
全

員
の
前
年
(
1
5年
)
中
の
収
入
合
計

と
預
貯
金
額
合
計
が
一
定
の
基
準
以

下
で
あ
る
な
ど
の
要
件
あ
り

□
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免

災
害
や
事
業
倒
産
な
ど
で
収
入
が

極
端
に
少
な
く
な
り
、
一
時
的
に
保

険
料
や
利
用
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
6
ヵ
月
(
利
用
料
は
3

ヵ
月
)
を
限
度
に
減
免
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
※
通
常
の
退
職
な

ど
は
該
当
し
ま
せ
ん

生
活
が
苦
し
く
、
介
護
保
険
料
や

利
用
料
を
引
き
下
げ
れ
ば
生
活
が
維

持
で
き
る
と
い
う
場
合
や
、
資
産
な

ど
を
活
用
し
て
も
生
活
が
困
窮
す
る

場
合
は
、
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
4
)

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
-

問
先
=
▽
保
険
料
に
つ
い
て
…
介
護

保
険
課
資
格
賦
課
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4

″
a

▽
利
用
料
に
つ
い
て
…
保
険
給
付
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3
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16年度

上
半
期
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す
お
問
い
合
わ
せ
は
財
政
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
8
1
4

区
で
は
条
例
に
基
づ
き
、
年
2
回
、
6
月
と
1
2月
に
財
政
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
1
6年
度
上
半
期
の
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
※
図
表
は
9
月
3
0日
現
在
の
も
の
で
す
。記
事
中
の
金
額

な
ど
は
、
表
示
単
位
未
満
を
端
数
調
整
し
て
い
ま
せ
ん

図1

16 年 度

上 半 期 に 行 っ た

主 な 事 業

子ども施策
● 子育てホームサポート事業(訪問型一　
時保育事業)を6月から開始。・6～　
9 月の利用時間は延べ4, 084時間

・ 「あだち次世代育成支援行動計画」を
策定
● マザーメンタルヘルス相談事業、乳児・
1 歳6 ヵ月・3 歳児健康診査を実施

・ 学校に非常勤講師を配置し「わかる授
業」を推進

・ 自転車教室を小学校22校で行い、自転
車安全運転免許証を1, 690 人に交付

高齢社会施策
・消化器がん検診( 胃がん・大膕がん
検診) 、子宮がん検診、乳がん検診
( マンモグラフィ) 、肺がん検診( 節
目鰉康診査にあわせて実施) の実施

・ 「饋康あだち21」運動で受動喫煙対
策や健康づくり活動を実施

・緊急通報
システム
の設置や
高齢者住
宅改修給
付事業を
実施

都市型産業・雇用施策
・ 中小企業融資利子補給および信用
保証料補助の実施

・I SO セミナーの実施( 1 回) 、I　SO
認証取得助成( 10 社) ・ホーム

ページ作成助成( 15 社)
・I T セミナーなどの実施( 4 回)
・ 雇用促進支援: 若年人材育成に対す
る補助( 新規面接 カウン セリング
203人・就業決定120人)

・ 企業提案型緊急雇用事業 採択数
11件

環境施策
・ 太陽光発電システム設置
補助金( 33 件)

・緑の実態調査( 航空写真
調査など)

まちづくり施策
・土地区画整理事業

佐野六木地区…
仮換地指定率22. 7%　　
建物移転19棟
上沼田南地区…
仮換地指定率16. 0%　　
建物移転4 棟

上半期に開設した施設
にじっこ学童保育室/ たいよう学童保育室/ はやぶさ学童保育室/ ゆずりは学童保育室/ 中島根学童保育室/
おおやだ幼保園/ 子育てサロン六月・元宿・鹿浜/ 足立区文化芸術劇場( シアター1010) / 宮城ファミリ
ー公園

▲ 子どもを持つすべての家庭への支援を
強化しました( 写真は子育てサロン六月)

表1　16年度各会計予算執行状況
一般会計　予算現額　2, 134億円

国民健康保険特別会計　予算現額　686億円

介護保険特別会計　予算現額　249億円

老人保健医療特別会計　予算現額　446億円

区有財産の状況

表2　 区有財産 ( 単位:億円)

一人あたりの基金残高
47, 385円

16年度上半期一時借入金

銀行などから借り入れる一時借入

金は、上半期はありませんでした

特別区債の現在高

区の施設、道路、公園など、将来にわたり区民サービスに
寄与する事業のため借り入れた資金の状況です
表3　 特別区債の現在高( 一般会計) ( 単位:億円)

一人あたりの起債残高　186, 301円

区民の方の税負担

一人 あ たり の 区 の支 出額　330, 492 円
( うち区民税の負担額　47, 850円　14. 5%)
一 世帯 あ たり の区 の支 出 額　725, 860 円
( うち区民税の負担額　105, 092円　14. 5%)

図2　 特別区財政調整交付金と特別区税の比較

特別区財政調整交付金は、特別区税の倍
以上の収入額となっています

※ 金額は、9月補正予算後のものです

1
6年
度
上
半
期

財
政
運
営
の
状
況

「
安
心
と
明
る
い
未
来
を
育
む
予

算
」
と
し
て
編
成
し
た
1
6年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
額
は
、
2
千
1
2
1
億
円

で
し
た
。
上
半
期
に
は
図
1
の
よ
う

な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
9
月
に
行
っ
た
第
一
次

補
正
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に
1
3

億
円
の
増
額
補
正
を
行
い
、
2
千
1
3
4

億
円
(
表
1
の
一
般
会
計
)
と
な
っ

て
い
ま
す
。

区
有
財
産
や
特
別
区
債
の
現
在
高

は
表
2
・
表
3
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

▽
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
用
地
購
入

経
費

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
整
備
助
成

▽
学
童
保
育
室
設

置
経
費

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
ほ
か

特
別
区
財
政
調
整
交
付
金
は

区
の
貴
重
な
財
源
で
す

9
月
補
正
予
算
で
は
、
国
が
進
め

て
い
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影

響
に
よ
る
補
正
も
行
い
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
区
立
保
育
所
の
国
庫
負

担
金
、
都
負
担
金
廃
止
に
よ
る
減
額

と
新
た
な
「
所
得
譲
与
税
」
に
よ
る

収
入
見
込
み
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、「
特
別
区
財
政
調
整

交
付
金
」
(解
説
参
照
)
を
増
額
し
ま

し
た
。
自
主
財
源
に
乏
し
い
足
立
区

に
と
っ
て
、
こ
の
特
別
区
財
政
調
整

交
付
金
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
収
入
(
図
2
)

で
す
。

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
影
響

▽
国
庫
お
よ
び
都
補
助
負
担
金
の
廃

止
・
縮
減
額
:
力
億
円
(
区
で
は
公

立
保
育
所
運
営
費
、
介
護
保
険
事
務

費
な
ど
)

▽
税
源
移
譲
額
・
:
1
0億

円
(
所
得
譲
与
税
)

解説 特別区財政調整交付金とは

都と23区( 特別区) が大都 市として

同じサービスを提供するために必要な
仕組 みの一つ。標準的な行政サービス
を提供するために、必要な費用を人口

などの各区の状況に合 わせて算定し、
各区の基準財政収入額( 23 区共通の基

準的な収入で算定) を差し引いて、不
足 がある場合に普通交付金として各区

に交付されます。

～財政調整交付金の計算式(金額は例)～
区 が必 要とす る経費( 100 億 円) 一
区の基準財政収入額( 50 億円) = 不

足分( 50 億円) を財政調整交付金と

して交付

財政調整交付金の原資= 固定資産税 ・
市町村民税法人分・特別土地保有税

※ 都が課税徴収( 市町村では市 町村が
課税徴収) し、そのうち特別区には52%

が配分されている

財政調整主要5 課題
～都区制度改革の中で残された課題～

地方自治法の改正により、特別区は12年度から基礎的
な自治体として明確な地位を確立しました。しかし、当
時、都区の役割分担と財源配分を明確化する作業は合意
に至らず、「主要5 課題」として17年度までに解決すべく、
現在、都区協議を行っています( 図3) 。

図3　 財政調整主要5 課題

残された
5つの課題特別区の財源配分

に反映されていな
い清掃関連経費の
取り扱い

小・中学校改築需
要急増への対応

都区の役割分
担を踏まえた
財源配分のあ
り方都区双方の都市計

画事業の実施状況
に見合った都市計
画税の配分

17年度までに大き
な制度改正などが
あった場合の財源
配分変更

この「主要5 課題」についてのパンフレット「未完の
都区制度改革の解決を目指して」は財政課、区政情報室
の窓口で配付するほか、区・ホームページでご覧になれ
ます。

広告掲載募集
国民健康保険料の納付書・封筒

17年度の国民健康保険料加入 世帯に発 送する納付書( 口座引き落とし世帯
は除く) および通知 書を発送する際に使用する封筒に掲 載する広 告を募集しま
す。申込期間=12月15日～17年1月14日規格・掲載料等=表5

表5　 国民健康保険納付書等の規格・掲載料一覧

掲載
の決定= 内容審査のうえ掲載の可否をお知らせします ※ 掲 載決定後、申込者

の負担で版下原稿を作成 申込= 所定の申込用紙に記入し、掲 載広告の原稿
を添えて持参 申・問先= こくほ年金課資格賦課係03880- 5240

「リブ・イン( 私の便利帳) 」広告
17年3 月末に作成し、各世帯に配布予定の新しい「リブ・イン( 私の便利

帳) 」に、有料広告の掲載を希望する企業を募集します。 広告掲載概要=
掲載ページ… 裏表紙の裏面、および本文中の指定ページ。希望のページが
重複した場合は抽選の上、掲載します レ本紙サイズなど… A4 判、本文
130 ページ( 予定) 、2 色刷り。色は未定C 〉規格 ・掲 載料… 表6

表6　 リブ ・イン掲載広 告の規格 ・掲載料一覧

※ 希望す
る方には、版下を作成します( 実費負担) 発行予定部数=32 万部 申込=
所定の用紙に記入の上、持参または郵送 ※ 用紙は広報係で配付。区・ホー
ムページからもダウンロードできます 期限=17 年1 月11日必着 申・問先=
広報係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1S3880- 5815

- いずれも次のものは掲載できません-
公共性・品位を損なうおそれのあるもの/ 「風俗営業等の規制・業
務の適正化に関する法律( 昭和23年法律第122号) 」に定める「風俗
営業」または「風俗関連営業」/ 政治活動・宗教活動および個人的
宣伝など/ 法令で禁止され、あるいは法令に抵触するおそれのある
もの/ その他掲載する広告として適当でないと認められるもの

電子自 治 体オン ラ イン サ ービ ス を

利用するための実践講習会
17年から始まる電子申請、電子入札サービスを有効に活用するための、パ
ソコンを使った実践講習会を17年3月まで引き続き開催しています。講習会
の日程などは、あだち広報の毎月10日号と区・ホームページでお知らせする
予定です。※ 電子入札の事業者向け講習会は2～3月に開催予定です
電子申請( A ・B コース)
日時等= 表7

表7　 電子自治体オンラインサービス実践講習会17年1 月期予定表

※ A コース… 初心者の方でもできる電子自治体活用コース( 全12時間)
※ B コース… 生活に役立つ電子申請とホームページの活用( 全4 時間)

※ Aコースは1月で終了します 対象= 区民 講師=NPO
法人I T ネットワーク東京 費用= 無料( テキスト代としてA コースは700
円、その他のコースは500円を実費負担) 申込= 往復ハガキに希望のコース・
番号( 第3 希望まで) 、住所、氏名( フリガナ)、年齢、電話番号を明記 ※ 返
信ハガキには必ずあて先を記入 期限=12 月24 日必着 申・問先= システム
管理係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 17?3880- 5817
印ht t p: / /www. ci t y, adachi , t okyo. j p/

募
集
し
ま
す

住
区
セ
ン
タ
ー
従
事
者
登
録
制
度

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
館
・
老

人
館
・
集
会
室
を
備
え
た
地
域
施
設

で
す
(
現
在
4
6施
設
)
。
運
営
は
、管

理
運
営
委
員
会
を
中
心
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
ま
す
。
日
常
の
運
営
に
あ
た
る
従

事
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
管
理
運
営
委
員

会
が
選
考
し
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

「
従
事
者
登
録
制
度
」は
住
区
セ
ン

タ
ー
へ
の
従
事
希
望
者
を
事
前
に
登

録
し
て
お
き
、
従
事
者
の
募
集
が
あ

る
と
き
に
紹
介
を
受
け
て
、
登
録
者

が
応
募
す
る
制
度
で
す
。

□
児
童
館
・
学
童
保
育

対
象
=
お
お
む
ね
5
0歳
ま
で
の
方

勤
務
内
容
=
児
童
館
・
学
童
保
育
の

運
営
勤
務
時
間
=
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
6
時
1
5分
の
う
ち
、
8
時
間

以
内
(
輪
番
で
週
2
0～
2
4時
間
程
度
)

報
酬
=
時
給
7
9
0円

※
1
7年
4
月
に

開
設
さ
れ
る
大
谷
田
谷
中
住
区
セ
ン

タ
ー
内
分
室
や
東
伊
興
住
区
セ
ン
タ

ー
分
室
の
学
童
保
育
室
の
募
集
も
予

定□
事
務
・
老
人
館
運
営
、
施
設
管
理

対
象
=
お
お
む
ね
6
5歳
ま
で
の
方

勤
務
内
容
=
一
般
事
務
/
老
人
館
の

運
営
/
施
設
管
理
/
団
体
貸
出
業
務

勤
務
時
間
=
▽
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
6
時
1
5
分
の
う
ち
、
8
時
間
以
内
　

(
輪
番
で
週
2
0
～
2
4
時
間
程
度
)

報
酬
=
時
給
7
9
0
円
※
夜
間
業
務
　

(
午
後
5
時
～
1
0
時
)
は
時
給
8
9
0
円

い
ず
れ
も

登
録
期
間
=
1
年

※
登
録
期
間
が

切
れ
た
方
は
再
度
登
録
し
て
く
だ
さ

い

申
・
問
先
=
住
区
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
事
務
局
(
住
区
推
進
課

内
)

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

学
校
事
務
臨
時
職
員
(
登
録
制
)

対
象
=
パ
ソ
コ
ン
操
作
(
ワ
ー
ド

ー

エ
ク
セ
ル
)
な
ど
の
事
務
が
で
き
る

方

勤
務
内
容
=
区
立
小
・
中
学
校

で
の
事
務
補
助

勤
務
条
件
=
週
5

日
・
2
9時
間
以
内

雇
用
期
間
=
1
7

年
4
月
7
日
～
7
月
2
0日
(
予
定
)

※
更
新
あ
り

報
酬
=
時
給
7
9
0円
、

交
通
実
費
1
日
3
6
0円
以
内

選
考
=

登
録
者
の
中
か
ら
、
採
用
を
希
望
す

る
学
校
長
が
面
接

申
込
=
履
歴
書

(市
販
可
。
写
真
貼
付
)
に
4
0
0字
程

度
の
作
文
(
テ
ー
マ
「
学
校
に
望
む

こ
と
」。
様
式
自
由
)
を
添
え
て
、郵

送
ま
た
は
持
参

期
限
=
1
7
年
1
月
2
1

日
必
着

申
・
問
先
=
教
職
員
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

晋
(
3
8
8
0
)
5
9
7

癶ノ
』

学
校
栄
養
士
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
栄
養
士
有
資
格
者
(
1
7年
3

月
3
1日
取
得
見
込
み
可
)

勤
務
内

容
=
学
校
給
食
に
関
す
る
業
務

勤

務
場
所
=
区
立
小

。中
学
校

勤
務

条
件
=
週
5
口
以
内
勤
務
(
年
間
2
0
5

日
)
/
有
給
休
暇
・
社
保
あ
り
雇

用
期
間
=
1
7
年
4
月
1
日
～
1
8
年
3

月
3
1日
(
更
新
あ
り
)

報
酬
=
月
額
1
8

万
4
千
円

※
交
通
費
別
途
支
給

募
集
人
数
=
8
人
程
度

選
考
=
面

接
(
1
7年
1
月
2
7日
予
定
)

申
込
=

履
歴
書
(
自
筆
・
写
真
貼
付
)
を
持

参
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
ま
た

は
郵
送

期
限
=
1
2月
2
4日
必
着

申
・
問
先
=
学
校
給
食
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

晋
(
3
8
8
0
)
5
9
7

″つ

教
育
相
談
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
2
2
歳
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か

を
満
た
す
方
:
大
学
ま
た
は
大
学
院

で
主
に
心
理
学
を
専
攻
し
て
修
了

し
、
教
育
相
談
関
係
の
職
歴
ま
た
は

実
習
歴
が
あ
る
/
臨
床
心
理
士
有
資

格
者
勤
務
内
容
=
教
育
相
談
勤

務
条
件
=
週
4
日
勤
務
雇
用
期
間

=
1
年
間
(
更
新
あ
り
)
報
酬
=
月

額
刀
一
万
円
募
集
人
数
=
若
干
名

選
考
=
▽
1
次
・
:
小
論
文
(
1
7
年
1

月
2
1
日
)
▽
2
次
…
面
接
介
年
2

月
4
日
)
採
用
予
定
日
=
1
7
年
4

月
1
日
申
込
=
履
歴
書
(
写
真
貼

付
、
職
歴
な
ど
を
記
載
)
を
郵
送

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
期

限
=
1
7
年
1
月
1
2
日
必
着
申
・
問

先
=
教
育
相
談
係
〒
1
2
1
・
0
8
1

3
竹
の
塚
2
-
2
5
-
2
1

啻
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員

勤
務
内
容
等
=
表
4

表4　 障害福祉センター職員募集内容等

選
考
=
▽
I

次
・
:
書
類
審
査

▽
2
次
・
:面
接

申
込
=
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)
を
郵

送

※
理
学
療
法
士
、
保
育
士
は
資

格
証
明
書
の
写
し
も
添
付

期
限
=
1
2

月
1
6日
必
着

申
・
問
先
=
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
1
9

▽
臨
時
職
員
・

理
学
療
法
士
に
つ
い
て
・
:庶
務
係

豐
(
5
6
8
1
)
0
1
3
1

▽
保
育
士
に
つ
い
て
・
:幼
児
発
達
支

援
室

日
(
5
6
8
1
)
0
1
3
6

ビジョンDE メール

募 集 中
あ だち シティビ ジョンで

は、「ビジョンDE メール」を
募集中です。これは、新年の

あいさつや家族・友人へのお

誕生日のお祝いなどに、希望

する言葉を送れるビデオメッ

セージです。学びピア21のス

タジオで収録し、1日7 回放
映し ます。 費用=E 〉30秒 … 3, 000

円 レ60秒 … 5, 000 円

※ 広告は放送できません。ま

た、内容により放映できない
場合があります。くわしくは

お問い合 わせください 申・
問先= 産業振興課事業推進

3880- 5865
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
12月14 日
から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申 込 … 申し 込 み方 法

◆ 期 限 … 申 し 込 み 期 限

◆ 場 ・申・ 問 先 … 場 所 ・

申 し 込 み先 ・問 い 合 わ せ 先

◆ 費 用の 記 載のな い も のは 無料

◆ HP … ホ ー ム ペ ー ジ アド レ ス

◆ 　 … E メ ール ア ドレ ス

上
総
湊
健
康
学
園
1
7年
度
入
園

児
童
募
集
お
よ
び
入
園
説
明
会

日
時
=
1
7
年
1
月
1
6
日
脚
、
午
後
2

時
場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1
対
象
=

小
学
校
2
～
5
年
生
で
、
ぜ
ん
息
・

肥
満
・
偏
食
・
虚
弱
な
ど
の
児
童
と

そ
の
保
護
者

内
容
=
健
康
学
園
の

先
生
、
看
護
師
に
よ
る
学
園
生
活
の

説
明

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
学
校
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
1

耐
震
診
断
を
行
う
方
へ

費
用
を
助
成
し
ま
す

助
成
額
=
自
己
資
金
で
の
住
宅
診
断

費
用
の
5
0
%
(分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
2
0

万
円
、
戸
建
住
宅
は
5
万
円
が
上

限
)

※
昭
和
5
6年
5
月
3
1日
以
前

に
建
築
確
認
を
受
け
た
建
物
に
限
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
住
宅
管
理

係

一一
J
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

建
物
を
新
築
な
ど
す

る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
区
域
で
、
建

物
を
新
築
、
ま
た
は
増
改
築
な
ど
で

出
入
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た

に
住
居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け

出
が
な
い
と
、
住
民
票
の
異
動
な
ど

の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
築
確

認
済
証
交
付
後
に
、
案
内
図
と
配
置

図
(
建
築
確
認
書
一
式
の
中
に
あ
り

ま
す
)
を
持
参
し
、
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
建

物
の
名
称
を
変
え
た
場
合
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。
な
お
、
住
居
表
示
板

(緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破
損
・
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
窓
口
で

無
料
で
再
交
付
し
て
い
ま
す
。
問

先
=
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

(
3
8
8
0
)
5
7
2

″
0

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
よ
う

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
道
路
を
使
用
(
占
用
)

す
る
に
は
、
通
行
の
支
障
に
な
ら
な

い
よ
う
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た

上
で
、
道
路
管
理
者
(
区
な
ど
)
や

交
通
管
理
者
(
警
察
)
の
許
可
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
建

築
工
事
で
足
場
を
組
む
場
合
や
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
撤
去
工
事
な
ど
を
す
る

と
き
は
、
自
費
工
事
の
承
認
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
問
先
=
占

用
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
2月
3
1日
を
基
準
日
に
工
業
統
計

調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

現
在
の
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
結
果
は
国
や
都
、
区
が
行
う
行

政
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
対
象
の
事
業
所
に
は
、
1
2月
中

旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
問

先
=
統
計
係

{一″
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
を
確
定
す

る
た
め
、毎
年
1
月
1
日
を
基
準
に
、

選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
登
載
申
請
書

を
基
に
行
っ
て
い
ま
す
。
登
載
申
請

書
は
1
2月
2
0日
ご
ろ
ま
で
に
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
農
業
従
事
世
帯
へ
送

付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
期
限
内
に
必

ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
=
1
7

年
1
月
1
0日

問
先
=
農
業
委
員

会

　
(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

保
存
樹
木
・
樹
林
の
指
定
制
度

大
木
や
屋
敷
林
は
、
ま
ち
の
空
気

の
浄
化
や
、
生
物
を
育
む
な
ど
の
効

果
が
あ
り
、
未
来
に
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。
区
で

は
、
一
定
規
模
以
上
の
樹
木
・
樹
林

の
所
有
者
(
神
社
な
ど
で
は
代
表
し

て
管
理
す
る
方
)
か
ら
の
申
請
で
、

保
存
樹
木
・
樹
林
を
指
定
し
、
補
助

金
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く

り
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
8
8

き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
そ
う

□
ク
リ
ー
ン
あ
ら
川

1
0月
1
7日
、
荒
川
河
川
敷
で
「
ク

リ
ー
ン
あ
ら
川
」
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
の
小
学
生
を
含
む
2
3
5人が
参
加

し
、水
辺
の
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。

タ
バ
コ
の
吸
殻
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
、
集
め
た
ゴ
ミ
は
4
5
入
る
袋
で

約
5
0袋
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
荒
川
が
憩
い
の
場
所
で
あ

り
続
け
る
よ
う

、
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

問
先
=

河
川
緑

地
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
8

□
綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

1
0月
3
1
日

、
花
畑
七
丁
目
付
近
の

毛
長
川
に
架
か
る
、
さ
く
ら
橋
・
鷲

宮
橋
間
の
両
岸
2
5
0
mの
範
囲
で

、
水

環
境
モ
ニ
タ
ー
と
中
学
生
が
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
「
綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

を
行
い
ま
し
た
。
た
ば
こ
の
吸
殻
を

中
心
に
、
多
く
の
ご
み
を
回
収
し
ま

し
た
。
綾
瀬
川
の
さ
ら
な
る
水
質
の

向
上
と
、
地
域
の
財
産
と
い
え
る
川

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご

み
調
査
=

▽
不
燃
ご
み
…
2

。
0
㎏

▽

可
燃
ご
み
・
:
O
・
9
5
㎏

水
質
調
査
=

▽
毛
長
川
…
C
O
D
7

題
/
1

、

透
視
度
…
1
9一
m

▽
伝
右
川
・
:
C
O
D
7

聒
/
1

、
透
視
度
・
:
H
m

※
C
O
D

と
は
有
機
物
に
よ
る
汚
れ
の

量
の
こ
と
で
す

問
先
=

環
境
課
調

査
係

　
(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

□
綾
瀬
川
水
環
境
モ
ニ
タ
ー
募
集

綾
瀬
川
・
毛
長
川
・
伝
右
川
を
日

常
的
に
観
察
、
報
告
で
き
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
象
=

区
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
い
ず
れ
か
で
、

次
の
条
件
を
満
た
す
方
…
満
1
0歳
以

上
/
毎
月
1
回
以
上
川
を
観
察
し
、

報
告
書
を
提
出
で
き
る

※
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
=
環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

冬
休
み
に
増
え
る
放
置
自
転
車

区
で
は
、
駅
前
周
辺
約
3
0
0
m
以
内

を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
放
置
自
転
車
は
放
置
自

転
車
移
送
所
に
運
び
、
保
管
し
て
い

ま
す
。
引
き
取
る
際
は
撤
去
料
と
し

て
2
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。
学
校
が

冬
休
み
中
は
学
生
の
自
転
車
の
放
置

が
目
立
ち
ま
す
。
自
転
車
は
定
め
ら

れ
た
場
所
に
駐
車
し
ま
し
ょ
う
。

□
自
転
車
の
盗
難
に
注
意

撤
去
自
転
車
の
中
に
は
盗
難
車
も

あ
り
ま
す
。自
転
車
は
防
犯
登
録
し
、

カ
ギ
を
二
重
に
付
け
る
な
ど
、
盗
難

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
盗
ま
れ
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
盗
難
届
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。
撤
去
日
以
前
に

盗
難
届
が
出
て
い
れ
ば
、
撤
去
料
が

免
除
に
な
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
-

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

催
し
物
ガ
イ
ド
★

定員に先着順
とあるものは
12 月14 日
から受け付け

第
8
回
東
京
・
荒
川

市
民
マ
ラ
ソ
ン

日
時
=
1
7年
3
月
2
0日
脚
、
午
前
9

時

内
容
=
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
ほ
か

費
用
=
4
千
5
0
0
円

申
込
=
申
込
書

を
電
話
で
請
求
後
、
申
し
込
み

期

限
=
1
7年
1
月
2
4日
消
印
有
効

申

先
=
餮
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ

ー
セ
ン
タ
ー

〒
1
5
2・0
0
1
1

日

黒
区
原
町
I
-
3
1
-
9

(
3
7
1
4
)
7
9
2
4

問
先
=
荒
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局
g
(
3
5
7
9
)
2
6
5
4

区
・
体
育
振
興
課
振
興
係

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

「ママチャリ事故」急増中
自転車のハンドルや荷台に取り付けた補助いす

に子どもを乗せたまま転倒し、子どもがケガをす
る、いわゆる「ママチャリ事故」が増えています。
補助いすを使用してもバランスは取りづらく、転倒
しやすくなります。
補助いすの位置は子どもにとっては非常に高い
ため、転倒時に路上にたたきつけられ、大ケガをす
る危険性もあります。事故やケガを防ぐために次の
点に気を付けましょう。
ズボンや運動靴など自転車の運転に適した服装
を心掛ける
子どもを補助いすに乗せたまま自転車から離れ
ない
転倒時の頭部への衝撃を和らげるため、子どもに
ヘルメットをかぶらせる
また、夜間、無灯火の自転車が関わった重大事故

が増えています。自分の存在をほかの車両や歩行者
に知らせるためにも、自転車のライトを点灯させて
事故防止に努めましょう。 問先= 交通安全係

3880―5912

12月の休日納税・納付相談

日時=12月19日(日) 、午前9時～午後4
時 場所= 区役所 問先= 納税相談係

7?3880- 5236
納税課徴収推進係 　3880- 5237
こくほ年金課納付相談係

3880- 5243
介護保険課収納管理係 　3880- 5744

年末年始のごみ・資源収集
年末年始は、地区によってごみ・資源の年末の取納日・年始の

取始日が異なるので注意してください( 表1) 。くわしくは、集積
所のチラシをご覧ください。

表1　 年末年始のごみ等の収集日一覧

※ 家電リサイクル法対象品目( エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・
洗濯機) については、家電リサイクル受付センターへ申し込んで
ください　 申先= 家電リサイクル受付センター 5296- 7200
※ 家庭用パソコンの直接持ち込みは、事前申し込み制です。早めに
申し込んでください　申先= 清掃課計画係 3880- 5813

また、年末年始は、ごみ・資源の量が増えるため、収集時間が
変わる場合があります。必ず収集日の午前8 時までに出してくだ
さい。 ※ 収集時の駆け込みや、清掃車への直接投入は大変危険な
ので、やめましょう
□ びん・缶( 資源)
びん・缶は中をすすぎ、資源に出してください。

□ 新聞・雑誌・段ボールなどの古紙( 資源)
種類別に分け、ひもでしばって資源に出してください。

□ スプレー缶( 不燃ごみ)
完全に使い切ってから、穴をあけずに、不燃ごみに出してくだ
さい。
□ 刈り込みした草や枝( 可燃ごみ)
1回で多量に排出すると有料になります。事前に管轄の清掃事

務所まで相談してください。
いずれも

問先= 　千住地区および国道4 号線より東側…足立東清掃事務所
3889- 0711

千住地区を除く国道4 号線より西側…足立西清掃事務所
3853- 2141

清掃課計画係 3880- 5813

区役所へは電車やバスを利用してください
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成
人
の
日
の
集
い

新
た
に
成
人
と
し
て
の
門
出
を
迎

え
る
皆
さ
ん
を
祝
う
「
成
人
の
日
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
時
=
1
7

年
1
月
1
0
日
蜘
、
午
前
H
時
※
受

け
付
け
は
午
前
1
0
時
か
ら
場
所
=

都
立
東
京
武
道
館
(
綾
瀬
3
-
2
0
-

I
)

対
象
=

昭
和
5
9年
4
月
2
日

～
昭
和
6
0年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
案
内
状
は
1
2月
初
旬
に
発
送
済
み

申
込
=
案
内
状
を
持
参
の
上
、
当
日

直
接
会
場
へ

※
会
場
内
で
の
飲
酒

お
よ
び
喫
煙
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

会
場
お
よ
び
周
辺
に
は
駐
車
場
は
あ

り
ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場
は
お
断
り

し
ま
す

問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整

係
g
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

じ
ん
が
ん
な
わ
祭
に

参
加
し
よ
う

日
時
=
1
7
年
1
月
7
日
面
、
午
前
9

時
～
H
時
場
所
=
大
乗
院
(
西
保

木
間
2
-
1
4
-
5
)
対
象
=
小
・
中

学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

内
容
=

ワ
ラ
で
ヘ
ビ
の
体
を
作
り
ま
す
。
お

祭
の
説
明
や
お
骸
の
試
食
な
ど
も
行

い
ま
す

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

昔
の
道
具
に

触
れ
て
み
よ
う

□
収
蔵
資
料
展
「
む
か
し
の
道
具
」

日
程
=
1
2
月
1
9
日
～
1
7
年
2
月
2
0
日

内
容
=
博
物
館
が
収
蔵
し
て
い
る
道

具
の
う
ち
、
昔
の
人
々
が
稲
作
な
ど

を
行
ヶ
際
に
使
っ
た
道
具
や
日
常
生

活
で
使
っ
た
道
具
な
ど
を
紹
介
し
ま

す□
ミ
ニ
体
験
「
む
か
し
の
道
具
を
使

っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

日
程
等
=
▽
1
2
月
1
9
日
～
1
7
年
1
月

1
6日
の
問
の
土
・
日
・
祝
日
、
午
前

‥
H時
～
午
後
3
時
・
:
「
は
こ
ぶ
・
つ

つ
む
」

▽
1
7年
1
月
9
9一日
～
2
月
2
0

日
の
間
の
土
・
日
・
祝
日
、
午
前
1
1

時
～
午
後
3
時
・
:
「
は
か
る
」

-

い
ず
れ
も
-

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
高
校

生
以
上
は
入
館
料
2
0
0円
。
第
2
・
3

土
曜
日
は
無
料
公
開
日

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館

g
(
3
6
2
0
)
9
3
9
j

日
本
伝
統
文
化
ま
ん
ぷ
く
講
座

日
時
=
①
1
2
月
1
8
日
倒
、
午
後
2
時
～

4
時
②
1
2
月
2
2
日
㈲
、
午
後
6

時
～
8
時
対
象
=
①
:
中
学
生
ま

で

※
小
学
校
低
学
年
の
方
は
保
護

者
同
伴

②
…
高
校
生
以
上

内
容
=

能
舞
、
茶
・
花
道
、
箏
曲
、
詩
吟

な
ど
の
日
本
伝
統
文
化
の
体
験

講

師
=
大
熊
靖
彌
氏
(
N
P
O

法
人
ふ

る
さ
と
学
舎
理
事
長
)
ほ
か

定
員
=

①
・
:
2
0人
、
②
:
3
0人

※
い
ず

れ
も
先
着
順

費
用
=
3
0
0円

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
程
等
=
表
2

表2　 アトリウムコンサート日程等

場
所
=
区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー

問
先
=
文
化
事
業

係

讐
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

年
納
め
の
文
化
行
事

□
文
化
祭
合
同
秀
作
展

日
程
=
1
2
月
1
3
日
～
1
9
日
、
午
前
1
0

時
3
0
分
～
午
後
7
時
※
最
終
日
は

午
後
5
時
ま
で

場
所
=
シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容
=

区
文
化
団
体
連
合
会
加
盟
1
8団
体
に

よ
る
合
同
展
示

□
東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団
第
3
3

回
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
2月
2
3日
㈲
、
午
後
6
時
3
0

分

※
開
場
は
午
後
6
時

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ

I
ル

曲
目
=
神
の
御
子
は
こ
よ
い

し
も
/
も
の
の
け
姫
/
ホ
ワ
イ
ト
ク

リ
ス
マ
ス
ほ
か

定
員
=
7
0
0人(
先

着
順
)
申
込
=
当
日
直
接
会
場
ヘ

-

い
ず
れ
も
-

問
先
=
文
化
事
業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

「
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル

発
明
工
夫
展
」
作
品
募
集

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

内
容
=
地

球
環
境
を
守
る
た
め
の
、
木
片
・
紙
・

布
を
再
活
用
し
た
ア
イ
デ
ア
作
品

(縦
・
横
l
m
以
内
。
布
を
再
利
用

す
る
場
合
は
、
衣
料
以
外
の
作
品
に

限
る
)

申
込
=
作
品
名
、住
所
、氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

直
接
窓
口
に
持
参

募
集
期
間
=
1
7

年
2
月
8
日
～
2
2日

申
・
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
7
年
1
月
9
9
一
日
出
、
午
後
3

時
～
5
時
(
予
定
)
場
所
=
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も

交
流
し
な
が
ら
、
音
楽
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
一
緒
に
楽
し
む
コ
ン
サ
ー

ト

定
員
=
8
5
0人(
先
着
順
)

出
演

者
=
第
十
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
/
村

松

和

美
氏
(
マ
リ

ン

バ
奏

者
)
/

パ
ン

ト

マ
イ

ム
び
り
/

キ

ラ
リ

ン
ス

ベ
シ

ヤ
ル

バ

ン
ド
ノ
M
Y
S
T
/

し

ん
く

ん

マ
ン

申

込
=

当
日

直
接

会
場

へ

□

サ

ポ

ー
タ

ー
付

き

希
望

者
お

よ
び

サ
ポ

ー
タ

ー
募
集

(
I

ト

フ
ル

コ
ン

サ
ー
ト
当
日

、

障
害

が
あ
り

サ

ポ

ー
タ
ー
を

必
要

と

す

る
方

お

よ

び
サ

ポ
ー
タ

ー
と
し

て

活

動

が
で

き

る
方
(

中

学
生

以
上
)

は

、お
申

し
込

み
く

だ
さ

い

。

申

込
=

電
話

、
フ

ァ
ク
ス

、E

メ
ー

ル
で

住

所

、
氏
名

、
年

齢

、
電
話
番

号

を

連

絡

※
サ

ポ
ー
タ
ー
希
望

者

は
学

年

お

よ
び
サ

ポ
ー
ト
経

験

の
有
無

も

明

記

期
限
=
1
7

年
1

月
1
7
日

-

い
ず

れ
も
-

申

・
問
先
=

学

習
推

進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0

癶り

£
J
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

老
人
会
館
の
手
芸
教
室

(
後
期
分
)

日
時
=
1
7
年
1
月
～
3
月
ま
で
の
第

2
・
4
土
曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時

3
0分

対
象
=
区
内
在
住
で
6
0歳
以

上
の
方

内
容
=
ち
ぎ
り
絵
/
小
物
/

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

※
I
種
類
の
み

の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
教
材
費
の
一
部

を
負
担

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記

期
限
=
1
2月
1
7日

必
着

※
前
期
同
教
室
を
受
講
し
た

方
や
老
人
会
館
の
ほ
か
の
教
室
を
受

講
中
の
方
は
申
し
込
め
ま
せ
ん

場
・
申
・
問
先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木
間
4
-
9
-
I

啻
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

う
た
っ
て
交
流
!
　
三
世
代

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
2
月
1
8
日
出
、
午
後
1
時
～

3
時
3
0分

場
所
=
西
部
区
民
ホ
ー

ル

内
容
=
歌
、
演
奏
、
ダ
ン
ス
ほ

か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
西
部
児
童
館
・
老
人
館

豐
(
3
8
9
7
)
5
0
1

癶
0

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
=
1
9一月
2
5日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

内
容
=
サ
ン
タ
と
遊

ぼ
う

※
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子

も
来
て
く
だ
さ
い

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間

児
童
館

J
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

「
遊
び
の
広
場
」へ
来
ま
せ
ん
か

日
時
=
毎
週
土
曜
日
、
午
後
1
時
～

4
時
※
1
7
年
2
月
5
日
は
お
休
み

で
、
翌
日
6
日
の
午
前
1
0
時
～
午
後

4
時
に
開
催

対
象
=

幼
児
以
上

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

内
容
=
懐

か
し
い
遊
び
や
作
っ
て
遊
べ
る
も
の

を
教
わ
り
ま
す

※
1
9一月
1
8日
は
ク

リ
ス
マ
ス
会

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

場
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ

ー

豐
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

わ

ー

く
わ

く
通
信

求
人
の
増
加
で

就
職
の
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大

景
気
の
回
復
傾
向
に
伴
い
、
求
人

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
こ
数
年
、

多
く
の
企
業
が
採
用
を
控
え
て
い
ま

し
た
が
、
業
績
が
好
調
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
採
用
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
行
う
ヶ
I
ス
も
目
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
経
験

者
の
中
途
採
用
だ
け
で
な
く
、
学
校

を
卒
業
し
て
問
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る

第
二
新
卒
や
、
新
卒
者
の
採
用
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

来
春
、
卒
業
予
定
の
高
校
生
や
専

門
学
校
生
、
大
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

就
職
活
動
の
半
ば
過
ぎ
に
さ
し
か
か

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
時

期
か
ら
で
も
応
募
で
き
る
求
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
す

で
に
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
も
、
探

し
方
次
第
で
条
件
に
合
ケ
求
人
を
見

つ
け
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
す
。

区
で
は
若
年
者
を
対
象
に
、
就
職

活
動
に
役
立
つ
無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
リ

ク
ル
ー
ト
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で

も
若
い
皆
さ
ん
の
就
職
活
動
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
探
し
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

□
就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
7年
1
月
1
2日
伽
、
午
後
2

時
～
4
時
3
0
分
場
所
=
シ
ア
タ
ー

ー
0
1
0

内

容
=

求

人

情

報

の
探

し

方

や

応

募

先

選

び

の

コ

ツ
を

学

ぶ

定

員
=
2
0

人

申

込
=

電

話

、

フ

ァ

ク

ス

、
E

メ

ー

ル

で

住

所

、

氏

名

、

年

齢

、

電

話

番

号

を

連

絡

□

あ

だ

ち

ワ

ー

ク

セ

ン

タ

ー

就
職
活
動
の
相
談
や
個
別
支
援
を

希
望
す
る
方
は
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。時
間
=
午
前
9
時
～
午
後

5
時
(

土

・
日

・
祝

日

を

除

く
)

場

所
=

区

役

所

-

い

ず

れ

も
-

申

・
問

先
=

㈱

リ

ク

ル

ー

ト

豐
(
3
8
8
0
)
5
5
3
Q

り

隰
(
3
8
8
6
)
5
8
3
3

H
a
d
a
c
h
i
_
w
o
r
k
c
e
n
t
e
r
@
h
o
t

ヨ
a
i
l
'
o
o

ヨ

《
経

済

観

光

課

計

画

調

整

係

》

掲
示

板

□
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

対
象
=
1
8
歳
以
上
で
筒
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
で
き
る
方
期
間
=
1
7
年

2
月
1
日～
3
月
3
1
日
申
込
=
電

話
連
絡
の
上
、履
歴
書
を
送
付

申
・

問
先
=
足
立
税
務
署

〒
1
2
0・8
5
2
0

千
住
旭
町
4
-
2
1

啻
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

酉
新
井
税
務
署

〒
1
2
3・8
5
0
1

栗
原
3
-
1
0
-
1
6

啻
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
2
月
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
=
1
7
年
2
月
1
8
日
～
2
0
日
場

所
=
新
潟
県
舞
子
後
楽
園
ス
キ
ー
場

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
2

万
2
千
円

申
込
=
電
話

期
限
=
1
7

年
2
月
1
0日

申
・
問
先
=
区
ス

キ
ー
協
会

g
0
9
0
(
4
6
0
1
)
1
3
5
`
j

□
放
送
大
学
学
生
募
集

募
集
=
1
7年
4
月
入
学
教
養
学
部
生

お
よ
び
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
修

士
選
科
生
・
修
士
科
目
生

※
入
学

試
験
な
し

期
間
=
1
2月
1
5日
～
1
7

年
2
月
2
8日

申
・
問
先
=
放
送
大

学
東
京
足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

啻
(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

□
家
内
労
働
者
有
機
溶
剤
等
健
康
診

断対
象
=
次
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い

る
家
内
労
働
者
…
区
内
在
住
ま
た
は

区
内
に
作
業
場
が
あ
る
/
皮
革
業
に

従
事
/
有
機
溶
剤
を
含
む
接
着
剤
な

ど
を
使
用
し
て
い
る

受
診
場
所
=

都
指
定
の
区
内
有
機
溶
剤
健
康
診
断

指
定
医
療
機
関

期
限
=
1
7年
3
月
3
1

日

問
・
申
先
=
都
・
産
業
労
働

局
雇
用
就
業
部
労
働
環
境
課
家
内
労

働
係

豐
(
5
3
2
0
)
4
6
5
4

映像広報 制作だより
「勝 手 に お 笑 い 特 区」と 題 し て 、様 々 な 角

度 か ら 「笑 い 」を テ ー マ にし た 番 組 を お 届

け し て き た 「情 報 キ ャ ッ チ! ! 　 好 き で す 。

あ だ ち 」 で 、 い よ い よ新 春 スペ シ ャル が 番
組 時 間 を 拡 大 し て 放 送さ れ ます 。

新 年 初 笑 い は 、 こ の番 組 で決 まり 。 区 内

在 住 の 噺 家 さ ん や 芸人 さ ん と一 緒 に 鈴 木 恒

年 区 長 も 参 加 し た 爆 笑大 喜利 を お 見 逃 し な

く! 　 視 聴 者 の 方 も出 演 する 、新 春 ス ペシ

ャル パ ー ト2 の 「ユ ー モ ア川 柳 教 室 」 は17

年1 月10 日 か ら の 放 送 で す 。 《広 報 係 》

「情報 キャ ッチ　 好 きで す。あだ ち」放送予定
あだちコミュニティチャンネル(ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1 日2 回放送( 午後O 時30分、午後6 時)

※ 1 日2 回放送( 午前9 時、正午)

注意!
区役所職員の名をかたり、個人の住所・氏名などを聞き出そうとする電話が多発しています。不審な電話には回答せずに、

区役所に確認してください。《課税課》


